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研究成果の概要（和文）：本研究は、児童生徒の言語発達と作文技術の系統化を融合した作文カリキュラムとそ
の評価法の開発を目的としている。研究成果として以下の3点をあげる。
(1)日本と英国の児童作文データを、相手意識とコミュニケーション方略の観点から国際比較分析した。学年が
上がるにつれて、日本人児童は文構造レベルでの表現や多様なコミュニケーション方略を用いることを明らかに
した。(2)国内外の作文教育関連図書を比較し、作文技術の配列について検討した。また情報活用を前提とした
授業モデルを開発した。(3)作文の自己評価に関わるメタ認知の発達過程を調査した。また教師の作文評価パフ
ォーマンスを分析し、評価言の開発の重要性を提言した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to develop a writing curriculum that integrates 
students' language development with the systematized writing skills and their evaluation methods. 
The following three points are the results of the research.
(1) An international comparative analysis of students' writing in Japan and the UK was carried out 
from the perspectives of "awareness of the audience" and "communication strategies." It was found 
that Japanese students advance in grade level, they increasingly use expressions at the sentence 
structure level and a variety of communication strategies. (2)Through an international comparative 
analysis of writing curriculum, the appropriate sequencing of writing skills was examined, and a 
model for writing instruction was proposed. (3)The developmental process of metacognition related to
 self-assessment in writing was investigated. Additionally, an analysis of teachers' performance in 
evaluating writings revealed the need for developing evaluation criteria.

研究分野： 国語科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義や社会的意義は、以下の３点である。
(1)児童作文を日英２国間で国際比較分析し、作文に表出するコミュニケーション方略が多様化するという日本
人児童の発達特性を明らかにした。(2)作文技術を情報活用と発達段階の観点で整理し、小中学校の授業モデル
として具体化した。これにより、情報活用能力を言語能力として捉え、発達的・系統的に育成するためのカリキ
ュラムを提示した。(3)教師の作文評価パフォーマンスを分析し、児童生徒の言語表現を評価するための評価言
の開発が必要であることを指摘した。ICT活用が進む学習環境において今後教師に求められるのは、指導言より
もむしろ評価言であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の作文指導では、「主題」→「取材」→「構成」→「記述」→「評価」、といった書く過程

の段階別に学習内容が決定されている。特に小学校でこうした傾向が強く、手紙文、報告文とい
った文種の配列で学年による発達段階を示しているのが特徴である。しかし、例えば意見文を書
き上げるには、「要約」「論証」「例証」「構成」などの作文技術が必要になる。これらの技術はな
かなか自然には習得されにくく、意図的で系統的な指導が必要になると考えられ、欧州では古く
から習得すべき作文技術を古典修辞学に学び、作文技術の習得を基礎とした作文指導法が開発
されてきた。このように作文指導を国際比較の観点で検討すると、日本の作文指導においては、
育成すべき作文技術の明確化や系統化について十分に検討されてきたとは言い難い状況にある。 
研究代表者はこれまで、作文指導を国際比較することで日本の作文指導の特徴や傾向につい

て指摘してきた。日本の作文指導がこうした特徴を持つ背景には、第一に、日本の作文指導が書
き手の内面の表出という側面を重視してきた歴史的経緯に根ざしていること、第二に、作文技術
がいわゆる「スキル学習」のように、書き手の実態を離れた技術指導の一環としてみなされてき
たことなどが考えられる。研究代表者はこの点を、「スキル」（習得すべき作文技術）と「コンピ
テンス」（児童生徒の表現技能の発達）の乖離と位置づけ、それらを統合した作文カリキュラム
を開発しようと試みた。 
 
２．研究の目的 
上記の問題意識に基づき、本研究では、児童生徒の言語発達に基づき作文技術を系統化し、作

文カリキュラムの開発および評価法の検討を行うことを目的とする。 
具体的手順としては、まず①児童生徒の作文データを分析し、「コミュニケーション方略」とい

う観点から作文能力の発達過程について検討する。②作文教育やレトリックに関する国内外の
諸研究を検討し、作文技術の系統性について検討する。③②に関する授業モデルを構想し、試行
する。④作文評価の方法について調査・分析を試みる。 
 
３．研究の方法 
(1)児童作文の国際比較分析 
これまでに日本と英国で調査・収集した児童生徒の作文データを分析した。特に「相手意識」と
「コミュニケーション方略」の観点で分析し、日本人児童の表現能力の発達過程の特性を明らか
にすることを試みた。 
(2)国内外の作文教科書や作文研究の比較検討 
日本の学習指導要領や教科書における作文単元、作文研究に関する先行研究等を検討し、作文技
術の系統性について考察した。また、英語圏の作文教科書や作文研究とも比較し、作文技術の配
列や系統性について検討した。 
(3)段階的・系統的な授業モデルの開発と試行 
(1)(2)を踏まえ、2017 年告示版学習指導要領における「情報の扱い方に関する事項」の指導事
項と作文指導とを関連させた、段階的・系統的な授業モデルを考案した。小中学校と協働で試行
し、成果発表を行った。 
(4)作文評価法開発のための調査・分析 
学習者による自己評価、および教師の評価の実態を調査し、分析した。特に前者は、小学生の作
文の自己評価においてメタ認知がどのように発達するかについて調査した。また後者について
は、教師の作文評価パフォーマンスを調査した。これらの調査結果から、作文評価の方法に関す
る示唆を得た。 
 
４．研究成果 
 上記の(1)〜(4)に従って研究成果を述べる。 
(1)児童作文の国際比較分析 
日本と英国の児童作文を比較分析し、相手意識やコミュニケーション方略の観点から、作文能力
の発達過程について検討した。その結果、日本人児童は、学年が上がるにつれて文構造レベルで
の表現や多様なコミュニケーション方略を用いるという発達特性を明らかにした。 
(2)国内外の作文教科書や作文研究の比較検討 
国内外の作文教科書や作文研究を比較し、作文技術の配列や系統について検討した。日本の作文
指導が作文産出過程や文種に基づいていること、また英語圏に比べて「例証」の作文技術が比較
的早期に導入されていること等を明らかにした。 
(3)段階的・系統的な授業モデルの開発と試行 
(1)(2)の成果を踏まえ、小学校・中学校国語科における「情報の扱い方に関する事項」に着目し、
作文指導に連動させる方法について検討した。情報活用を前提とした言語技能や作文技術の諸
要素を抽出して小中学校の発達段階ごとに配置し、段階的・系統的な授業モデルを構想した。小
中学校の国語科教諭らと協働して授業モデルを試行し、その成果と課題を一冊の編著にまとめ



発表した。 
(4)作文評価法開発のための調査・分析 
作文の自己評価における学習者のメタ認知の発達過程を調査・分析した。その結果、小学生低学
年では内容面、中学年・高学年では語彙選択や文構成面でのメタ認知が行われることを明らかに
した。さらに、小中学校の国語教師を対象に作文評価パフォーマンスを調査したところ、論理的
文章の評価において、論証の不十分さへの評価が少ないことが明らかになった。これらの結果か
ら、学習者の論理表現に対する発達段階に応じた評価言の開発が、今後の作文指導において必要
であると指摘した。 
 今後の課題としては、ICT 活用を前提とした作文技術の育成段階を再検討すること、また評価
言を含めた教師の評価パフォーマンス法の開発などがあげられる。 
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